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INFORMATIONINFORMATION

第7回　大学婦人協会守田科学研究奨励賞

受賞候補者募集要項

趣旨

本賞は，化学教育者・故守田純子氏から遺贈さ

れた資金をもとにして，自然科学を専門とする

女性科学者の研究を奨励し，科学の発展に貢献

する人材を育成することを目的として，1998

年に設けられたものです．

対象

自然科学分野において，優れた研究成果をあげ

ており，科学の発展に貢献することが期待され

る40歳未満（応募締切日現在）の女性科学者

を対象とします．

授賞件数

年　二件　以内

賞状および副賞50万円を贈呈します．

提出書類

1．推薦状　2．履歴書（写真添付）

3．研究業績リスト

4．主要な論文別刷 5編以内　それぞれ 3部

（コピーでも可）

5．研究題目とその概要および今後の展望と抱

負を記したもの（A4版2頁以内）

応募締切日

2004年11月30日（火）（必着）

書類送付先および連絡先

社団法人　大学婦人協会

〒160―0017

東京都新宿区左門町11番6の101

Tel 03―3358―2882，Fax 03―3358―2889

第1回から第6回までの受賞者

第1回：斎藤　礼子　東京工業大学大学院理工

学研究科助手（高分子化学）

現在，同上助教授

原田　慶恵　慶應義塾大学理工学部物

理学科講師（生物物理学）

現在，東京都臨床医学総合研究所生理

活性物質部門室長

第2回：庭山　聡美　オクラホマ州立大学化学

科助教授（有機化学）

浜崎　浩子　東京医科歯科大学難治疾

患研究所助教授（神経科学）

第3回：香取　浩子　理化学研究所磁性研究室

先任研究員（物性物理学）

加藤美砂子　お茶の水女子大学大学院

人間文化研究科助教授（植物生理学）

第4回：中島裕美子　琉球大学遺伝子実験セン

ター助手（遺伝学）

現在，同上助教授

大島　まり　東京大学生産技術研究所

助教授（バイオ流体力学）

第5回：松村加奈子　奈良女子大学共生科学研

究センター助教授（自然情報学）

増子　佳世　聖マリアンナ医科大学難

治治療研究センター助手（リウマチ学）

第6回：一二三恵美　広島県立大学生物資源学

部助手（バイオテクノロジー）

深澤　倫子　独立行政法人科学技術振

興機構さきがけ研究者（応用物理学）
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「女性科学者に明るい未来をの会」（1980年創

立）は，自然科学の分野で，顕著な研究業績を収

めた女性科学者に，毎年，賞（猿橋賞）を贈呈し

てまいりました．2002年度からは，若手の女性

研究者に対して行ってきた研究助成を「奨励賞」

と改め贈呈しています．

賞金は，本会を母体として設立された公益信託

（1990年3月13日文部省認可）「女性自然科学者

研究支援基金」（受託者：UFJ信託銀行）から支

出されます．

つきましては，下記要領により「猿橋賞」およ

び「奨励賞」受賞候補者の推薦をお願いいたしま

す．

応募用紙は電子メールでお申出頂ければ，様式

を添付ファイルでお送りします．また，http://

www.saruhashi.net/からダウンロードできます．

記

猿橋賞

1 本賞は自然科学の分野で，顕著な研究業績を

収めた女性科学者（ただし，下記の推薦締切

日で50才未満）に贈呈します．

2 本賞は賞状とし，副賞として賞金（30万円）

を添えます．

3 本賞の贈呈は，1年1件（1名）です．

4 所定の用紙に受賞候補者の推薦対象となる研

究題目，推薦理由（400字程度），略歴，主な

業績リスト，及び推薦者氏名・肩書きを記入

して，主な論文別刷10編程度をそえ，本会事

務所までお送り下さい．

5 締切は2004年11月30日（必着）．

6 第25回の贈呈式は，2005年5月，東京におい

て行う予定です．

なお，最近5年間の猿橋賞受賞者は次の通りです．

猿橋賞受賞者

第20回（2000）：中西友子博士　東京大学大学

院農学生命科学研究科教授

「植物における水および微量元素の挙動」

第21回（2001）：永原祐子博士　東京大学大学

院理学系研究科教授

「隕石や惑星物質の形成と進化」

第22回（2002）：真行寺千佳子博士　東京大学

大学院理学系研究科助教授

「生物のべん毛運動に関する研究」

第23回（2003）：深見希代子博士　東京薬科大

学生命科学部教授

「生命現象におけるリン脂質代謝の役割」

第24回（2004）：小磯晴代博士　高エネルギー

加速器研究機構加速器研究施設助教授

「衝突型加速器KEKBにおける世界最高輝度達

成への貢献」

奨励賞

1 本賞は推薦締日に35才未満で，自然科学の分

野で優れた研究業績を挙げ将来の発展が期待

される若手研究者に贈呈します．

2 本賞は賞状とし，副賞として賞金10万円をそ

えます．

3 本賞の贈呈は，1年1件（1名）です．

4 所定の用紙に受賞候補者の推薦対象となる研

究題目，推薦理由（300字程度），略歴，研究

業績，及び推薦者氏名・肩書きを記入し，主

な論文別刷り2編程度をそえ，本会事務所ま

でお送り下さい．

5 締切は2004年11月30日（必着）．

女性科学者に明るい未来をの会

〒166─0002

東京都杉並区高円寺北4─29─2─217

電話03─3330─2455（FAX兼用）

saruhasi@meil2.accs.ne.jp

2005年度　女性科学者に明るい未来をの会

「猿橋賞」及び「奨励賞」受賞候補者の推薦依頼について
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第10回（2005年度）『日本女性科学者の会奨励賞』

候補者募集

第50回日本宇宙航空環境医学会総会

趣旨：女性科学者の友好を深め，各研究分野の知

識の交換をはかり，女性科学者の地位の向

上を目指す．

対象：自然科学分野の研究実績があり，その将来

性を期待できる者で，かつ本会の目的に賛

同し，その達成のために努力していると認

められる本会会員（応募時入会可）．特に

年齢，国籍，性は問いませんが，管理職

（教授，部長等）にある方はご遠慮下さい．

奨励賞：賞状および奨励金20万円（年1-3件）．

本会総会（例年6月）において贈呈．

応募書類請求期間：

2004年10月1日（金）～10月29日（金）
＊必ずハガキでご請求下さい．

応募期間：

2004年11月1日（月）～11月15日（月）必着

決定時期：2005年3月末（郵便にて本人宛通知）

応募書類請求先/送付先：

〒153-8902 東京都目黒区駒場3─8─1

東京大学大学院総合文化研究科　生命環境科学

系　身体運動科学

日本女性科学者の会賞連絡事務局

濱中すみ子理事宛

FAX：03―5454―4317

E-mail：hamanaka@idaten.c.u-tokyo.ac.jp

なお，電話でのお問い合せはご遠慮下さい．

問い合わせ先：賞担当理事　尾崎美和子

〒351-0198 埼玉県和光市広沢2─1 理研

脳科学総合研究センター　記憶学習機構研究チ

ーム

TEL 048-462-1111（内線6486）

FAX 048-462-4697

mozaki@postman.riken.go.jp

第 50回日本宇宙航空環境医学会総会を下記の

要領で開催いたします．

演題募集はすでに終了しておりますが，多くの

方の参加をお待ちしております．

今回は第50回を記念して，特別なシンポジウ

ムを企画しました．記念シンポジウム，公開シン

ポジウムは一般公開で，会員以外の方も無料で参

加できますので，是非ご参加ください．

詳しい内容につきましては日本宇宙航空環境医

学会ホームページに順次掲載いたしますのでご覧

下さい．（http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsasem/）

日時：平成16年 11月 11日（木），12日（金），

13日（土）

会場：東京慈恵会医科大学　大学1号館講堂

〒105―8461 東京都港区西新橋3─25─8

総会会長：栗原　敏（東京慈恵会医科大学　学長

宇宙航空医学研究室　教授）

日程：11日　公開シンポジウム

12日　一般演題，記念シンポジウム，記

念式典

13日　一般演題，ランチョンセミナー，

公開シンポジウム

参加費：公開シンポジウムの参加は無料ですが，

一般演題，ランチョンセミナーへの参加

は参加費が必要となります．

10月31日まで　8,000円　以降　10,000円

・記念シンポジウム（一般公開，無料）

第50回日本宇宙航空環境医学会総会記念公開

シンポジウム

「日本の宇宙航空医学の50年のあゆみとこれ
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International Sports Science Network Forum in

Nagano 2004: For Promotion of Health and Wel-

fare in the Aging Society

●主催：信州大学

●共催：NPO法人　熟年体育大学リサーチセン

ター（JTRC）

●開催期間：

2004 年 11月 10日（水），11日（木），12日

（金），13日（土）

●開催地：

「フォーラム」

〒390―0814 長野県松本市本庄1─2─1

ホテル　ブエナビスタ

（TEL 0263―37―0111/FAX 0263―37―0666）

http://www.buena-vista.co.jp/

「JTRC市民公開講座」

〒390―0311 長野県松本市水汲69─2

長野県松本文化会館中ホール

（TEL 0263―34―7100）

●会議の目的と特徴：

体育系と医学系の若手研究者を中心とした全く

新しいタイプの国際フォーラム．過去3回開催さ

れたSports Science Network Forum in Nagano

1999，2000，2001に続いて4回目．「健康長寿社

会構築のためにスポーツ医科学者は何をすべき

か」，海外から著名な研究者を招待し，活発な討

議を行う．国際的な評価を受けるために発表と討

議の内容を米国の出版社から論文集として出版す

る．

●日程および講演者：（演題は仮）

「フォーラム」

11月10日（水）

レセプション

11月11日（木）

生物時計と運動 本間研一　北海道大学

運動，代謝，免疫 B. Pedersen CMRC

運動筋の酸素利用の不均一性

水野正樹　早稲田大学

酸化ストレスと骨格筋糖代謝

檜垣靖樹　佐賀大学

から」

11月12日（金）16：30～18：30

司会　飛鳥田一朗，栗原　　敏

「日本宇宙航空環境医学会50年の歴史」

須藤正道

「民間航空の場合」 加地正伸

「航空自衛隊の場合」 緒方克彦

「有人宇宙飛行の場合」 向井千秋

・公開シンポジウム（一般公開，無料）

宇宙基地医学シンポジウム

「長期宇宙滞在における健康管理の現状と展望」

11月11日（木）15：30～17：30

第20回臨床分科会公開シンポジウム

「パイロットと加齢」

11月11日（木）17：30～19：30

第9回空の旅医学研究会

「糖尿病の方のための楽しい空の旅」

11月13日（土）15：30～17：30

・ランチョンセミナー（参加登録者のみ）

11月13日（土）12：00～13：30

司会　佐々木三男

講演　本間研一

問い合わせ先

〒105-8461

東京都港区西新橋3─25─8

東京慈恵会医科大学宇宙航空医学研究室内

第50回日本宇宙航空環境医学会総会事務局

担当：須藤正道，千葉聖子

電話：03―3433―1111 内線2295，2221

ファックス：03―3431―2666

E-mail： jsasem50@jikei.ac.jp

URL：http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsasem/

国際スポーツ医科学ネットワークフォーラム長野2004
─健康長寿社会のための運動処方システムの構築─
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筋血流と運動 M. Joyner Mayo Clinic

運動とエンドセリン・NO 前田清司　筑波大学

αドレナリン性筋血管収縮能と圧反射感度

増木静江　Mayo Clinic

血液希釈と筋血流調節 N. Dietz Mayo Clinic

懇親会

11月12日（金）

体力と循環適応：生理と病態

R. Terjung Missouri Univ.

運動，睡眠時の圧反射特性の急性変化

吉本光佐　奈良女子大学

セントラルコマンドと動脈血圧反射の干渉

小峰秀彦　産業技術総合研究所

熱ストレスと神経性循環調節

C. Crandall UTSMC（Dallas）

発汗と皮膚血流の非温熱性調節

芝崎　学　奈良女子大学

暑熱下運動時血圧調節と血漿浸透圧

上條義一郎　信州大学

非運動性エネルギー消費 J. Levine Mayo Clinic

ローイング運動の健康増進効果

樋口　満　早稲田大学

高齢者死亡の潜在的危険因子

I. Schatz Hawaii Univ.

「JTRC市民公開講座」

テーマ：予防医療と健康スポーツ：イキイキ輝く

熟年が地域の未来を変える！

11月13日（土）

生体エネルギー論とイキイキ熟年

馬詰良樹　東京慈恵会医科大学

予防医療とスポーツ医科学の将来

下光輝一　東京医科大学

e-ヘルスプロモーションの現状と将来

花岡正明　キッセイコムテック

健康サービス産業の未来像 源野広和　三洋電機

最近のスポーツ栄養製品と社会ニーズ

土居達也　大塚製薬

＊一般演題募集は行いませんが，来聴および討議

参加を歓迎致します（参加費無料）．レセプシ

ョン，懇親会はそれぞれ一般￥8,000，学生

￥3,000，です．参加希望の方は会場準備の関

係上10月27日までに下記事務局にお申し込み

下さい．

「事務局」

〒390―8621 松本市旭3─1─1

信州大学大学院医学研究科

スポーツ医科学分野　岡村亜希子

TEL 0263―37―2682/FAX 0263―34―6721/

i-sports@sch.md.shinshu-u.ac.jp

http://dept.md.shinshu-u.ac.jp/i-sports/

index.html

＊宿泊のお申し込みは，下記旅行代理店にお申し

込み下さい．

「旅行代理店」

〒390-0811 松本市中央2─6─1

日本旅行（松本支店）小林幸徳

TEL 0263―32―4916/FAX 0263―35―3925/

matsumoto_office@nta.co.jp

http://www6.nta.co.jp/matsumoto/


